
高校生向け職業体験イベント「マイナビ進学ライブ・未来ビュー仙台」に参加しました。 

 

7 月 6 日に開催された仙台市・マイナビ共催「マイナビ進学ライブ×未来ビュー」に参加しました。 

「マイナビ進学ライブ×未来ビュー」は高校生 1・2 年生を対象に、これから進路を考える学生へ自分の住む地域の

産業や企業の魅力、仕事と学びのつながりを知ってもらい、将来の地元就職・U ターンにつなげるためのイベント

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回参加した企業は 

① 人やお金が集まる地域にするには何が必要か？ 

② 健康で安全に暮らせる地域にするには何が必要か？ 

③ 地域の環境を守り続けるにはどうしたらよいか？ 

④ 多様な人々が共に生きる地域であるために何が必要か？ 

⑤ 地域の暮らしや仕事を便利にするためにどのようなテクノロジーが必要か？ 

⑥ 地域の人々の人生をもっと豊かにするにはどうしたらよいのか？ 

といった私たちの身のまわりの様々な社会課題（6Ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ）につながりのある 14 企業でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



つどいの家は社会課題④【しょうがいのある方もいきいきと暮らすことができる地域社会をつくる】 

及び、社会課題①～⑥としょうがい分野とのつながりをさまざまな体験を通して感じてもらいました。 

 

～当日の体験コーナーの一部をご紹介します～ 

『しょうがい者体験コーナー』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうがい者の中にも細かい手先の作業が苦手な方もいます。 

利用者さんの感覚、気持ちが体験できるよう軍手を 2 重にはめて折り鶴を

おる疑似体験しました。 

重なっている折り紙から好きな色を選ぶのにまずは苦戦。 

折り紙を折って開くときにまた苦戦。 

「やりづらい」「うまく折れない」といいながら皆さん最後まで折れました。 

 

『福祉機器体験コーナー』 

マッスルスーツをつける前と後の違いを 20 リットルの水をもってもらいな

がら感じてもらいました。 

「かるくなったー！」という言葉や「動きづらいです( ﾟДﾟ)」といった感想も。 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

一番人気はバギータイプの車いす乗車体験でした。（使わなくなったのがあったので持っていきました） 

利用者さんに合わせた車いすなので少し狭いかなと思ったんですが、実際載ってみると乗り心地のよさにびっくり。

さらにリクライニングを倒すと「やばい、このまま寝れる」「ずっとのっていたい」と好評でした。                               



その他にも 

コミュニケーション支援体験として、行動の可視化を体験してもらったり、仙台つどいの家とオンラインでつない

で活動風景をみてもらったり、学生の皆さんも楽しく参加してもらえました。 

 

『コミュニケーション支援体験コーナー』   -仙台つどいの家 LIVE 中継- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に。 

学校関係者の皆様へ 

福祉業界のしょうがい分野を知ることができる体験会を出張開催いたします。 

学校等にお伺いしますので、希望される場合は 

 honbu＠tsudoinoie.or.jp  までメールにてご連絡ください。 

 

総務課 小林 


